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12
月
定
例
会
の
一
般
質
問
は
、
12
月
５
日
・
６
日
・
９
日
の
３
日
間
行
わ

れ
、
13
人
の
議
員
が
市
政
全
般
に
対
す
る
諸
問
題
に
つ
い
て
質
問
を
し
ま
し

た
。
紙
面
の
都
合
上
、
主
な
も
の
を
掲
載
し
ま
し
た
。

な
お
、
詳
細
に
つ
い
て
は
２
月
下
旬
発
行
予
定
の
会
議
録
（
市
役
所
市
政

情
報
コ
ー
ナ
ー
、
図
書
館
及
び
地
域
公
民
館
、
市
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど

で
閲
覧
可
能
）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

日
本
弁
護
士
連
合
会
で
は
、

２
０
１
１
年
１
月
21
日
に
厚
生
労

働
省
、
文
部
科
学
省
、
各
地
方
自

治
体
及
び
学
校
長
に
対
し
、
フ
ッ

素
洗
口
・
塗
布
の
中
止
を
求
め
る

意
見
書
を
提
出
し
て
い
る
。
フ
ッ

素
洗
口
・
塗
布
に
は
急
性
中
毒
、

過
敏
症
状
の
危
険
性
が
あ
り
、
曝

露
量
、
年
齢
、
体
質
に
よ
っ
て
は
、

歯
の
フ
ッ
素
症
や
、
全
身
影
響
へ

の
懸
念
も
払
拭
さ
れ
て
い
な
い
。

ま
た
、
劇
薬
で
あ
る
薬
剤
や
洗
液

の
保
管
、
調
剤
管
理
、
洗
口
の
実

施
等
が
学
校
職
員
に
任
せ
ら
れ
る

こ
と
は
安
全
管
理
上
問
題
で
あ
る
。

フ
ッ
素
の
有
効
性
、
安
全
性
へ

の
疑
問
や
、
試
薬
の
保
管
の
問
題

か
ら
、
学
校
で
は
行
わ
な
い
よ
う

に
求
め
る
。
教
育
委
員
会
と
し
て

学
校
で
の
集
団
的
フ
ッ
素
洗
口
を

取
り
入
れ
る
計
画
が
あ
る
の
か
。

平
成
24
年
度
に
策
定
さ
れ
た

埼
玉
県
歯
科
口
腔
保
健
推
進
計
画

で
は
、
う
　
率
が
高
い
26
の
市
町

村
が
指
定
さ
れ
学
校
歯
科
医
師
が

フ
ッ
化
物
を
活
用
し
た
総
合
的
な

保
健
事
業
を
実
施
す
る
こ
と
も
含

ま
れ
て
い
る
。
有
効
性
・
安
全
性

に
つ
い
て
十
分
情
報
提
供
し
、
保

護
者
が
納
得
し
て
実
施
す
る
こ
と

が
重
要
で
あ
る
。
学
校
の
実
態
に

応
じ
て
対
応
し
て
い
く
。

学
校
と
い
う
公
的
機
関
を
通

じ
て
子
ど
も
達
に
集
団
的
に
実
施

す
る
こ
と
は
、
教
師
か
ら
、
ま
た
、

保
護
者
の
間
で
目
に
見
え
な
い
心

理
的
、
実
質
的
な
強
制
力
が
働
き
、

人
権
問
題
で
あ
る
。
歯
磨
き
で
虫

歯
予
防
は
可
能
で
あ
る
。
フ
ッ
素

洗
口
に
よ
る
腹
痛
等
の
健
康
被
害

も
報
告
さ
れ
て
い
る
。
虫
歯
予
防

に
は
、
歯
磨
き
指
導
や
栄
養
指
導

が
有
効
で
あ
る
と
考
え
る
。

フ
ッ
化
物
洗
口
あ
り
き
と
い

う
こ
と
で
は
な
く
、
学
校
の
実
態

に
応
じ
て
対
応
し
て
い
く
。

〔
そ
の
他
の
主
な
質
問
〕

○
子
宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン
接
種
中

止

行
田
市
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー

プ
ラ
ン
の
北
部
地
域
構
想
の
中
で

は
、
同
地
域
の
将
来
像
と
基
本
方

針
と
し
て
、
武
州
荒
木
駅
周
辺
に

お
け
る
土
地
利
用
の
見
直
し
が
課

題
で
あ
る
と
し
て
お
り
、
施
策
の

方
針
で
は
、
地
域
生
活
環
境
の
充

実
と
し
て
、
武
州
荒
木
駅
周
辺
の

活
性
化
を
図
る
た
め
、
土
地
利
用

の
見
直
し
を
行
う
と
と
も
に
、
生

活
道
路
や
駐
車
場
、
駐
輪
場
な
ど

の
整
備
を
推
進
す
る
と
あ
る
。

武
州
荒
木
駅
を
活
用
し
た
具
体

的
な
整
備
計
画
が
全
然
見
え
な
い

現
状
で
、
今
後
、
ど
の
よ
う
に
周

辺
住
民
に
説
明
し
、
計
画
し
て
い

く
の
か
。

都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン

の
方
針
に
基
づ
き
、
武
州
荒
木
駅

周
辺
の
エ
リ
ア
の
定
住
促
進
と
地

域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
維
持
を
図

っ
て
い
き
た
い
と
考
え
る
。

な
お
、
現
時
点
で
は
具
体
的
な

整
備
方
針
や
整
備
計
画
を
定
め
る

予
定
は
な
い
が
、
今
年
度
、
武
州

荒
木
駅
北
側
周
辺
の
一
部
地
域
の

土
地
利
用
に
つ
い
て
、
都
市
計
画

法
第
34
条
第
11
号
区
域
指
定
の
見

直
し
を
行
う
予
定
で
あ
り
、
今
後
、

地
域
の
皆
様
を
対
象
に
説
明
会
を

予
定
し
て
い
る
。
ま
た
、
狭
い
生

活
道
路
の
拡
幅
整
備
を
引
き
続
き

推
進
す
る
と
と
も
に
、
地
域
公
共

交
通
の
充
実
を
図
り
、
利
便
性
の

向
上
に
努
め
て
い
き
た
い
。

荒
木
地
区
内
の
県
道
佐
野
行

田
線
は
、
朝
夕
の
交
通
量
が
大
変

多
く
、
歩
道
が
無
い
た
め
自
転
車

や
歩
行
者
が
大
変
危
険
な
状
況
に

あ
る
こ
と
か
ら
、
整
備
促
進
重
点

箇
所
に
指
定
し
、
早
急
な
整
備
が

必
要
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

毎
年
度
事
業
主
体
で
あ
る
埼

玉
県
へ
整
備
要
望
を
行
っ
て
お
り
、

今
後
も
引
き
続
き
、
未
整
備
箇
所

を
含
め
た
安
全
対
策
を
重
点
的
に

要
望
し
て
い
く
。

〔
そ
の
他
の
主
な
質
問
〕

○
減
反
政
策
廃
止
に
よ
る
影
響

水
と
緑
の
ま
ち
行
田
の
活
性

化
に
つ
な
げ
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と

し
て
、
川
の
維
持
管
理
や
利
活
用
、

水
質
浄
化
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

平
成
23
年
10
月
か
ら
浄
化
槽
の

新
定
期
水
質
検
査
制
度
が
ス
タ
ー

ト
し
、
年
４
回
の
保
守
点
検
と
年

１
回
の
清
掃
、
定
期
水
質
検
査
が

法
律
で
義
務
付
け
ら
れ
た
。
し
か

し
、
こ
の
法
定
検
査
を
受
け
る
事 秩父鉄道・武州荒木駅

学 校 教 育

学
校
で
の
集
団

「
フ
ッ
素
洗
口
」

（
フ
ッ
素
う
が
い
）
に
反
対

三

宅

盾

子

（
ま
ち
を
住
み
よ
く
す
る
会
）

都 市 計 画

武
州
荒
木
駅

周
辺
整
備
計
画

に
つ
い
て

秋

山

佳

于

（
黎
明
21
）

環 境 問 題

浄
化
槽
の

法
定
検
査
に

つ
い
て

大
河
原

梅
夫

（
公
明
党
）


